
外構配管の先行施工（外壁周り足場構築前）
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概要（効果・特徴・メリット等）

外構(電気・衛生)配管の建築根切工事後の先行施工

工程

効果

■労務上の無理・手待ちの削減

■根切・埋戻し工事の削減、効率化
　・特に、足場解体から竣工までの工期が短い現場で有効

■設備作業効率向上

【施工】
・躯体工程が伸びる傾向になる為、事前の工程調整が必要。
・オープンカット工法ではない場合、山留め施工前に施工空間の確保調整が必要。
・配管の先行施工をした後の工事にて、損傷・破損が生じる可能性もあるため、しっかりした養生が必
要。
・図面と現場の違いを明確にしておき、後工事業者に伝達する。

全て

外構配管（特高）先行施工


	19

